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5 東京方言における A型 B型アクセントの現在位置
6 東京都市圏における若年層のアクセントの個人差
第 2章 山梨県上野原市方言アクセントに関する研究
1 山梨県上野原市方言のアクセント体系
2 山梨県上野原市方言アクセントにみられる特徴
3 山梨県上野原市方言における形容詞アクセントⅠ・Ⅱ類の統合について
4 山梨県上野原市方言の複合名詞アクセント
5 山梨県上野原市方言の複合動詞アクセント規則
第 3章 東京周辺諸地域の方言アクセントに関する研究
1 東京都檜原村方言のアクセント
2 神奈川県小田原市方言のアクセント
3 若年層話者における埼玉特殊アクセントの現在
終章―首都圏方言アクセントの特徴―
3．この本の意義
東京周辺地域では未調査地域も多く，十分な記述がなされないまま，ことばは変化・変容
を続けています。首都圏方言アクセントのヴァリエーションを丹念に調べて規則性を導き出
すことで，広い範囲で起こっている変容動態の大きな時間的な流れがみえてきます。また，
それを支えている関東方言の特徴も明らかになります。この本が，今後この地域の調査を進
める上で足がかりになれば幸いです。
また，国立国語研究所共同研究プロジェクト「首都圏の言語の実態と動向に関する研究」（プ
ロジェクトリーダー：三井はるみ）等でこの地域の研究が進められていますが，本書がこう
した研究に少しでも貢献できれば嬉しく思います。
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